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女性アーカイブズの役割とその可能性
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１．はじめに ―二つのアーカイブズ類型―
アーカイブズ
①歴史的資料のコレクション、あるいはその保存組織
②記録を発生させたプロセス自体に即して構築された組織［トマセン 2005：13]
二つのアーカイブズは一体化、あるいは緊密な連携がとられるべき
↓
アーカイブズのあるべき体制
組織に伴って設置されたアーカイブズが、記録を発生させたプロセス自体に即してそれ
を系統的に管理し、そのなかから継続的価値を持つと判断した記録を歴史資料として保
存・利用していく体制
① ②の一体的例：日本女子大学成瀬仁蔵記念館、津田塾女子大学津田梅子資料室
公文書館法（昭和六十二年十二月十五日法律第百十五号）
公文書等の管理に関する法律（平成二十一年七月一日法律第六十六号）2011 年施行
→一般的公文書も記録の管理・保存手続きは構築途上 例：議事録自体の未作成
「女性に関する記録資料」→公文書の占める割合が相対的に低い→より手続き未確立
女性史研究団体による全国女性史研究交流のつどいは
１９９８年以来「女性史資料の保存・公開についてのアピール」を出し、女性史資
料の保存を訴えている［折井 2001］
→女性アーカイブズ構築の必要性
歴史的事実を検証するための資料を体系的に収集・整理し提供する組織であ
り、そのなかでも女性に関する資料収集保存を目的とするアーカイブズを女
性アーカイブズという
２．女性アーカイブズの現状
2007 年段階［久留島 2008］からの変化
○文献（情報データベース）中心から、アーカイブズ（情報データベース）への展開
例：国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）
従来は女性情報ポータル “Winet”と文献情報データベース
全国女性アーカイブ所在情報データベース（2010 年 1 月公開開始）、
Ａ．女性あるいはジェンダーを明確に意図し、それを掲げている組織とその収集資料、
・国立女性教育会館アーカイブセンター
・大学付属組織 例：お茶の水女子大学ジェンダー研究センター
東京女子大学女性学研究所、橘女子大学女性歴史文化研究所
・文書館・博物館・文学館・資料館
例：アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和資料館」
・女性関連施設等（ 女性センター、地方公共団体男女共同参画関係部署を含む）
例：女性と仕事の未来館(東京都)、東京ウィメンズプラザ 図書資料室
神奈川女性センター図書館（山川菊栄文庫）
Ｂ．女性関係資料を中心に収集しているわけではないが、女性に関する資料がある組
織とその資料情報
例：長崎大学附属図書館(「幕末・明治期日本古写真メタデータ・データベース」検
索ページに「女性」というキーワードが用意されている)
Ｂが加わったことの意義
○デジタルアーカイブズの展開
例：ＮＷＥＣ 女性デジタルアーカイブシステム（2008 年公開、2012 年リニューアル）
御茶ノ水女子大学デジタルアーカイブズ
○各組織における目録情報のインターネット公開の展開
○問題点
・女性を表面にうたうのではないデータベースはリンクされず把握しにくい
・多くの女性関連データベースの相互関連が不明確
・各組織の収集資料は著作物・編纂物、１９８０年代以降の比較的新しいものが多い
３．女性アーカイブズの役割
○女性アーカイブズは何を対象とするのか
・前近代の歴史的資料の場合
分野別のアーカイブズより、包括的、研究的な組織において、常に研究とフィー
ドバックされる形で諸資料の収集・保存・利用が行われるのが望ましい。
・近代以降の資料の場合
分野別・個別的アーカイブズが有効
↓
明確な収集方針
例：オランダの国際女性運動アーカイブズセンター（IIAV）
女性解放と女性の地位向上に関わる資料という収集方針
IIAV が女性解放に関する国レベルでの現物資料収集を行い、他方、アーカイブズの
国内ネットワークをつかって、地域別・分野別に収集分担を行う各アーカイブズから、
女性解放に関する資料を情報として集約する機能を果たしている。（『女性アーカイ
ブセンター機能に関する調査研究報告書』（国立女性教育会館、2007 年））
将来的→多様なアーカイブズの機能分担のなかで、近代・現代資料が収集される体制の構
築を目指す
現状 →「女性に関する」という大まかな視点で資料収集を進めることが、資料散逸を防
ぐために有効
○女性アーカイブズの性格、役割をどこにおくか
・資料の収集→ 現物の資料収集、その整理・保存・公開という機能
・情報の収集→ 国内外とのネットワーク拠点機能
両機能を併せ持つことで、アーカイブズとしてバランスのとれた資料収集が可能に
４.女性アーカイブズの収集対象資料
○収集対象資料の分類
①文献資料
②画像（イメージ）資料
③聞き取り（オーラルヒストリー：口承記録）資料、
④現物資料
①文献資料
記録管理に関する国際標準 ISO15489（2001 年）
出所・伝来を同じくする記録資料は、一括して原秩序を崩さず管理・保存する原則
→公刊資料と非公刊資料の分類管理という問題点、②画像資料も同様
資料群内でのいわばタテ方向の管理・情報化と、資料群横断的なヨコ方向での情報集
約化が必要
③聞き取り（オーラルヒストリー：口承記録）資料
女性アーカイブズにとって極めて重要
保存面から→聞き取りの録音・映像等オリジナル資料自体の維持・保存には、継続的組
織が必須。」 折井美那子の警告［折井 2003］*
収集面から→オーラルヒストリー資料の性格の検討、分野別・横断的収集
④現物資料→アーカイブズというより博物館・美術館に属する
・女性に関する資料という視点 纏足靴のコレクション［コウ 2005］
→女性アーカイブズは現物資料の収集そのものよりも、各地に所蔵されるこうした資
料を情報レベルで結びつける役割が期待される。
・使用された空間・使用法も含む生活道具の保存
昭和のくらし博物館の試み
各地・各所に所蔵される資料を情報レベルで結びつける、女性アーカイブズのアーカイブ
ズ情報拠点としての機能が重要
○収集対象資料の範囲
時間的範囲は近代以降、空間的には、国と地方自治体の文書館・図書館との棲み分け
分担関係が必要→アジア地域への拡大 民間のアジア女性資料センター
５．アーカイブズと歴史研究
東京大学史料編纂所
既に残されている非現用の歴史的資料（「史料）のなかに、史料的価値を見いだす歴
史研究という営みを、日々続けている研究所
前近代の女性関連史料は、研究によって発見されていく
例：ひらがなの女性書状
６．おわりに
女性アーカイブズの一連の機能→収集・整理・保存・公開利用
収集→情報収集拠点としての機能が重要
整理→人的・資金的裏付けが必要
保存→紙媒体資料の保存、画像資料・音声資料などの定期的媒体変換、
専門的スタッフのいる継続的組織が重要
利用と保存の両立のためには電子化、デジタル化による複製資料作成も有用
利用→一般的に目録情報提供と資料の閲覧公開
付加価値のついた研究的データベースの作成と公開
収集・整理・保存・公開利用のためには資金的裏付けが不可欠であり、国の確固たるア
ーカイブズ政策が求められる
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